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第５図　中六遺跡周辺地形図（S= １/6,000）
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表１　中六遺跡（19）出土遺物一覧表

　表２　中六遺跡（19）出土礫の内訳の調査成果より、縄文時代早期の遺物包含層および古墳時代前期の集

落が、本調査範囲まで展開している可能性が高まった。縄文時代早期

については、第 12 次調査の成果より、調査範囲の東側に早期中葉沈

線文期の土器が集中するのに対し、調査範囲西側に子母口式、茅山下

層式を主体とする後葉の土器が集中する状況が確認され、時期により

土器の分布が明確に異なることが把握された。今回の調査範囲はその

東側に相当し、早期前葉撚糸文期の遺物が主体的に出土した。本調査

範囲が狭小な面積であることから断定はできないが、遺跡中央部北側

の舌状台地以西においては、台地の東から西へ向かい早期前葉、中葉、

後葉と出土遺物が変遷する可能性が考えられる。
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第６図　中六遺跡（19）調査範囲及び土層断面模式図、遺物実測図

(１:３) 10㎝０

調査範囲・遺物包含層範囲

１

２
３ ４

５
６

７

８

耕作土

漸移層・褐色土

土層断面模式図

(１:300) 10ｍ０

(１:50) ２ｍ０



9

第４章　大窪遺跡第２次調査

１．これまでの調査の経緯と概要
　大窪遺跡は、今回の調査を含めこれまで２回の調査が実施された。第１次調査は本調査範囲の南西に近接

する墓地造成に伴う調査面積 240 ／ 2,217 ㎡の確認調査で、調査範囲の東側を中心に縄文時代早期後葉の炉

穴 21 基、土坑 27 基が検出された。出土した遺物は縄文時代早期中葉～後葉の土器・石器・礫、古墳時代前

期土師器、近世陶器・土錘である。このことから、台地縁辺付近に縄文時代早期後葉の炉穴群が展開してい

ることが明らかとなった。なお、第１次調査区は現在盛土保存され、墓地として利用されている。

　調査は重機により掘り下げ、ローム漸移層（Ⅱｃ層）を遺構確認面とした。図面の実測は、道路幅杭を利

用した。調査の結果、縄文時代早期後葉の炉穴が３基検出され、早期後葉の土器と礫が出土した。

２．調査の成果
ＦＰ 001：調査範囲西側の１区で検出された。長軸の南側が調査範囲外へ伸びる。残存長軸 1.10 ｍ、短軸

0.95 ｍ、遺構確認面から底面までの深さ 0.45 ｍを測る。平面形態は長楕円形を呈するものと想定される。

断面形態は逆台形状を呈するが、火床面側壁面において若干段を有する。主軸方位はＮ－ 46°－Ｅである。

ＦＰ 002 と重複するが、新旧関係は不明である。また、確認面下 0.25 ～ 0.30 ｍの７層が硬質化し、足場に

相当する可能性があることから、やや高いレベルで南側に別の炉穴が重複している可能性も考えられる。火

床面は径 0.60 ｍの円形を呈し、その上層に焼土主体の９層と焼土層である 10 層が厚さ 0.20 ｍで堆積して

いる。出土遺物は縄文時代早期後葉条痕文系土器５点（25.71 ｇ）、流紋岩の完形礫１点（247.46 ｇ）である。

ＦＰ 002：調査範囲西側の１区で検出された。大部分が南側調査範囲外に展開している。長軸 1.35 ｍ、残

存短軸 0.28 ｍ、遺構確認面からの深さ 0.38 ｍを測る。平面形態は不明確であるが、北東端部に足場の名残

と思われる平坦面が認められることから、長楕円形を呈する可能性がある。断面形態は逆台形を呈する。前

述した平面形態を考慮すると、主軸方向はＮ－ 112°－Ｅと想定される。ＦＰ 001 と重複するが新旧関係は

不明である。足場を共有し、火床面を作り直した可能性も考えられる。火床面は南東調査区際に認められる。

火床面上の 13 層は暗黄褐色土を呈し、天井であった可能性も考えられる。遺物は出土しなかった。

ＦＰ 003：調査範囲東側の３区で検出された。北側が調査範囲外に伸びる。残存長軸 0.58 ｍ、残存短軸 0.45

ｍ、確認面からの深さ0.13ｍを測る。平面形は円形～楕円形を呈するであろうか。断面形態は皿形を呈する。

主軸方位はＮ－ 144°－Ｅであろうか。北側調査区際で木の根と思われる穴と切りあう。火床面は底面中央

から南西側にかけて不整形に認められるが、被熱は弱い。出土遺物は、縄文時代早期後葉条痕文系土器２点

（20.54 ｇ）である。

出土遺物：出土遺物の内訳は表３のとおりである。１、２は野島式土器と思われる。１は胎土に繊維と小礫

を含み、内外面ともに橙褐色を呈する。外面に横位微隆起線貼り付け後、斜位に条痕文を施す。内面にも斜

位に条痕文を施す。２は胎土に繊維を含み、内外面ともに淡褐色を呈する。外面に斜位に 90 度角度を変化

させた微隆起線が貼り付けられる。また、不明瞭ながら内外面に条痕文が施される。３～７は胎土に繊維を

含み、内外面に擦痕および条痕文が施される。３は外面に斜位条痕文、内面に縦、斜位条痕文を施した後、

連続する刻みを有する横位の粘土紐を貼り付ける。内外面ともに黒褐色を呈する。４は表裏に条痕文が施さ
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第８図　大窪遺跡（１）、（２）全体図

第 1次調査第 1次調査

第２次調査第２次調査

Ｘ=-62,100

Ｙ
=
1
3
,
2
0
0

第７図　大窪遺跡周辺地形図（Ｓ＝ 1/8,000）
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れる。胎土に繊維を含み、内外面ともに黒褐色を呈する。５は外面に擦痕と条痕文、内面に条痕文を施す。

外面は橙褐色、内面は黒褐色を呈する。６は内外面ともに擦痕と条痕文を施す。外面黒褐色、内面暗褐色を

呈する。７は底部付近の破片である。外面に不明瞭な縦位擦痕が見られる。外面橙褐色、内面暗褐色を呈する。

土器の他、縄文時代早期の遺構、遺物に伴うと考えられる礫が６点出土した。

３．まとめ　

　今回の調査により、第 1次調査区東側で検出された炉穴群がさらに北側の台地縁辺まで展開していること

が明らかとなった。出土遺物は前回の調査と同様に、早期後葉条痕文期、特に野島式、茅山下層式が主体と

なる。東側に近接する寒沢遺跡では、野島式期～茅山下層式期を中心とする大規模な炉穴群が検出された。

本遺跡の炉穴群もほぼ同時期に営まれていたと考えられ、両遺跡の関係については今後の検討課題である。
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第９図　大窪遺跡（２）遺構、遺物実測図

調査区
遺構

遺物名称 点数 重量（ｇ） 内訳

縄文時代早期条痕文系土器 5 25.71 条痕文１点・7.24ｇ、擦痕１点・5.22ｇ、無文３点・13.25ｇ
礫 1 247.46 流紋岩（完形）

ＦＰ003 縄文時代早期条痕文系土器 2 20.54 無文２点
１区 縄文時代早期条痕文系土器 32 299.03 野島１点・12.65ｇ、条痕文10点・105.61ｇ、擦痕３点・37.12ｇ、無文18点・140.18ｇ
２区 縄文時代早期条痕文系土器 17 208.05 野島１点・11.97ｇ、条痕文２点・16.07ｇ、擦痕13点・111.34ｇ、無文１点・68.29ｇ

縄文時代早期条痕文系土器 40 244.54 野島１点・4.76ｇ、条痕文５点・52.14ｇ、擦痕32・173.89ｇ、不明２点・13.75ｇ
礫 2 271.30 流紋岩（完形）１点・178.15ｇ、チャート（破片）１点・93.15ｇ

西端 礫 3 293.10 流紋岩（完形）１点・194.46ｇ、砂岩（破片）１点・29.69ｇ、石英斑岩（破片）１点・68.95ｇ

３区

ＦＰ001

表３　大窪遺跡（２）出土遺物一覧表

(１:３) 10cm０

(1:200)０ ５ ｍ
(1:40) 2m０

ＦＰ003

ＦＰ001
ＦＰ002

３区

２区

１区

ＦＰ003

Ａ Ａ’

Ａ Ａ’
Ⅰ

Ⅱb
Ⅱc

Ⅱc

１
２

３

４

ＦＰ001・002

ＦＰ001

ＦＰ002

ＦＰ003
Ⅰ. 表土
Ⅱb. 黒褐色土
Ⅱc. 暗褐色土 ローム漸移層
１.褐色土 ローム粒φ1～ 2㎜少ない　暗褐色土粒子多い
２.暗黄褐色土 暗褐色土粒子少ない　焼土粒φ１～２㎜極微量　
 ロームに似る
３.暗褐色土 ローム粒子少ない　ローム粒φ１㎜微量
４.褐色土 暗褐色土が斑状（木の根？）

Ⅰ

Ⅱa

Ⅱb

１

２

３

１

Ⅱc Ⅱc

７
８ 15

17

16 13

14
12
11

木

１
３

５
４

７
８

９
６

ＦＰ001、002
Ⅰ. 表土
Ⅱa. 黒褐色土
Ⅱb. 黒褐色土
Ⅱc. 暗褐色土 ローム漸移層
１．暗褐色土 ローム粒φ３mm 微量　しまり強い
２．暗褐色土 ローム粒φ１～２㎜微量　焼土粒φ１㎜極微量
３．暗褐色土 １層より暗い　ローム粒φ２～５㎜少ない　
 ロームブロックφ７㎜極微量
４．暗褐色土 ローム粒子多い　ローム粒φ２～３㎜多い
５．暗褐色土 ローム粒φ１～２㎜少ない　しまり強い
６．暗褐色土 ローム粒子多い　焼土粒子少ない　ロームブロックφ２㎜微量
７．暗褐色土 ローム粒φ１～３㎜多い　しまり非常に強い（足場？）
８．暗褐色土 ローム粒子多い　ローム粒φ１～５㎜多い　
 ロームブロックφ７㎜～２㎝微量　焼土粒φ２～５㎜少ない　
 しまりあり
９．橙色土 褐色土粒子多い　焼土粒、焼土ブロック (硬質 )
10. 橙色土 焼土層、下部には被熱した赤色粒
11. 暗褐色土 ローム粒子多い　やや明るい
12. 暗褐色土 ローム粒子少ない　ローム粒φ１～２㎜微量　11 層より暗い
13. 暗黄褐色土 暗褐色土粒子少ない　天井か？
14. 暗褐色土 ローム粒子、ローム粒φ１～２㎜多い 焼土粒φ１～２㎜少ない
 焼土ブロックφ１㎜混入
15. 褐色土 焼土粒１～５㎜多い　焼土ブロックφ６～２㎝少ない
16. 暗褐色土 ローム粒子少ない　ローム粒φ１㎜少ない　焼土粒φ１～２㎜微量
17. 暗褐色土 ローム粒子多い　焼土粒子少ない　焼土粒子φ１～２㎜微量
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 1. 福王丸塚古墳１トレンチ完掘（南東→）

 3. 福王丸塚古墳２トレンチ完掘（南→）

 2. 福王丸塚古墳１トレンチ土層断面（南西→）

 4. 福王丸塚古墳２トレンチ北東端近景（南→）

５.中六遺跡（19）調査区完掘（東→）  6. 中六遺跡（19）調査区土層断面（南→）

 ７.中六遺跡（19）出土縄文土器  8. 中六遺跡（19）

　 
出土縄文時代石器

図版１

　福王丸塚古墳　中六遺跡（19）

９.中六遺跡（19）出土古墳時代土師器

１

２

３

４
５

６ ７

８



 1. 調査区全景（南東→）

 3. ＦＰ 002 土層断面（西→）

 2. ＦＰ 001、002 土層断面（北西→）

 4. ＦＰ 001、002 完掘①（西→）

 5. ＦＰ 001、002 完掘②（西→）  6. ＦＰ 003 完掘①（南西→）

図版２

　大窪遺跡（２）

 ７．ＦＰ 003 完掘②（西→）  ８．出土縄文土器
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ふりがな 

所収遺跡 

ふりがな 

所  在  地 

コー ド 
北 緯 東 経 調査期間 調査面積 調査原因 

市町村 遺跡番号 

福
ふく

王
おう

丸塚
まるづか

 

古墳
こふん

 

袖ケ浦市
そでがうらし

福
ふく

王
おう

台
だい

４ 丁 目 ４ 番

16・22 他 

12229 SG116 

 

35°26’7” 139°58’7” 20120620

～

20120629 

10 ㎡/ 

112 ㎡ 

 

確認調査 

 所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特  記  事  項 

福王丸塚 

古墳 

古墳 古墳 なし なし 福王丸塚古墳推定範囲の周囲は大きく削平されてお

り、遺構は確認されなかった。 

要 約 
福王丸塚古墳における初めての調査。古墳推定範囲の南側は大きく削平されており、今回の確認調査においては遺構、遺

物は検出されなかった。 

ふりがな 

所収遺跡 

ふりがな 

所  在  地 

コ ー ド 
北 緯 東  経 調査期間 調査面積 調査原因 

市町村 遺跡番号 

中六
ちゅうろ

遺跡⒆
いせき

袖ケ浦市
そでがうらし

蔵波
くらなみ

字
あざ

大谷
おおたに

1,233 番

15 

12229 SG031 35°26’6” 140°0’26” 20130819 

～

20130820 

７㎡ 記録保存 

調査 

 

所収遺跡名 種 別 主な時代 主な遺構 主 な 遺 物 特  記  事  項 

中六遺跡 

包蔵地 

集落跡 

縄文時代 縄文時代早期遺物包

含層 １箇所 

縄文土器、縄文時代石

器、古墳時代土師器 

 

 遺構は検出されなかったが、調査範囲全面で縄文時代

早期の遺物包含層が検出され、早期前葉撚糸文土器が比

較的多く出土した。 

要 約 

中六遺跡第 19 次調査で、縄文時代早期の炉穴群や古墳時代前期の集落が検出された第 12 次調査の東側隣接地の調査とな

る。縄文時代早期の遺物包含層が検出され、早期前葉撚糸文土器が多く出土した。また、古墳時代前期の遺物も少量出土し

たことから、縄文時代や古墳時代の遺構群がさらに東側に展開している可能性が考えられる。 

ふりがな 

所収遺跡 

ふりがな 

所  在  地 

コ ー ド 
北  緯 

 

東  経 
調査期間 調査面積 調査原因 

市町村 遺跡番号 

大 窪
おおくぼみ

遺跡⑵
いせき

袖ケ浦市
そでがうらし

蔵波
くらなみ

2,520 番地１ 12229 SG075 35°26’26” 139°58’44” 20140114 

  ～ 

20140117 

90 ㎡ 記録保存 

調査 

 

所収遺跡名 種 別 主な時代 主な遺構 主 な 遺 物 特  記  事  項 

大窪遺跡 

包蔵地 縄文時代 縄文時代早期炉穴３

基、縄文時代早期遺

物包含層 １箇所 

縄文土器 　縄文時代早期後葉茅山下層式に属すると思われる炉

穴が３基検出された。 

要 約 
大窪遺跡第２次調査で、第１次調査区の北東側の調査となる。縄文時代早期後葉茅山下層式と思われる炉穴を３基検出し、

第１次調査で検出された同時期の炉穴群がさらに北側の台地縁辺まで展開していることが明らかとなった。 
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